

























































高い基盤J( ~106) であるとみなす。 というのも、抽象法においては、人格としての意志は自
分の外部で、何か自分とは異なるもの(物件等)に仮託するという限界のうちでのみ自由を実
2 G.W.F. Hegel: Wissenscha丘derLogik， Gesarnmelte Werke， Band 1， hrsg. v.F. Hogernan日比 W.Jaeschke， 










































(α)主観性・ (s)当為性・ ( y )対他性という、行為のこの三規定を110節-112節に遡









































第一章「故意と責任 der Vorsatz und die SchuldJ (~115 -118)は、道徳的行為を一般に
私のものであるという角度から考察しており、行為の抽象的・形式的な側面からの把握といえ
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